A virus disease of pea caused by white clover mosaic virus. by Inouye, T.
• 
White clover mosaic virusによるエンドウの
ウイルス病
井 上 忠 男
Johnson (1942)がシロツメクサのモザイク病(混合感染〉から最初に分離して報告し
た Whitec10ver mosaic virus (WCMV)については，近年圏外においてかなり数多くの
報告があり (Brandesand Quantz， 1957; Bosら.1959; Bosら， 1960; Fryら， 1960; 
Bancroftら， 1960; Prat， 1961など). 本邦でも著者ら(井上 ・井上， 1963. 1964)， 
Iizuka and Iida (1965)の報告がある. これら報告のほとんどのものはシロツメクサは
じめクロパ一類からのウイルスを取り扱ったものであるが， 1年生マメ科作物からのウイ
ルスについての報告は極めて数が少ない. わずかに， Bos， Delevie， and van der Want 
(1959)がェ γ ドウから得た WCMVについて記述した報告などがあるにすぎない.
1963年12月に，千葉県館山市近郊の富浦町で， かすかな葉脈透化病徴の見られるエン
ドウを採集した. 翌春1964年4月に再度同地を調べたところ， この地区にはかなり一般
的に1種のモザイク病の発生していることが確められた. これらの病株標本から病原ウイ
ルスを分離して調べたところ， WCMVであることが判明した.本報では病原ウイルスの
同定に関して行なった実験結果を報告する.
本研究の経費の一部は文部省科学研究費(総合研究.純物ウイルスの分類学的研究.昭和38年度;
試験研究，農作物ウイルスの同定に関する研究，昭和39年度)によるものである. 東北農試(盛岡〕
の飯塚典男氏には WCMV株を譲っていただき， また文献についても御援助をいただいた. ここに厚
〈感謝の意をあらわす.
実験材料と方法
大部分の実験で用いたウイルス株は分離番号 P181株で， 1963年12月に千葉県富浦町
で採集したもので，かすかな葉脈透化病徴の絹爽ェγ ドウから分離して得た.採集原標本
は凍結乾燥葉で保存し，実験用ウイルスは仏国大葉エンドウに継代培養して供試した.汁
液接種，昆虫伝搬，物理性調査などの諸実験はほぼ常法によって行ない，試験植物感染の
有無はエンドウ，ササゲなどへの戻し接種や 日p法による試料についての電子顕微鏡観
察で確かめた.その他の実験法の細部は各項にその都度記述する.
実験結果
伝搬
本ウイルスは汁液接種で容易に移すことができる.また，カーポランダムをふりかけた
健全エンドウやレンゲを病葉で軽〈磨擦することにより発病させることができる.マメア
ブラムシ (A.ρhiscraccivora K配 h)，そそアカアプラムシ(MyzusρersicaeSu1z.)，エン
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ドウヒゲナガシプラムシ (Acryt先0$1ρhonρisumHarris)などを用いた伝搬試験はすべ
て陰性であった.
物理性
仏国大英ェγドウの病葉神汁を用い， 黒種三尺ササゲ上で本ウイルスの物理性を調べ
た.耐熱性は70-750C10 分，希釈限度は1O-'-1O~久保存限度は 200 C で 11 日以上で
あった.
寄主範囲と病徴
第1表に示したように，本ウイルスは多くのマメ科純物に病原性があるだけでなく，キ
ュウリ， トマトなどマメ科以外の幾つかの樋物の接種葉に無病徴感染する.主要な検定植
物上での病徴を次に記述する.
ェγ ドウ:畑での自然発病株の病徴:1963年 12月に採集したものはかすかな葉脈透化
病徴であったが， それも明らかにウイルス病徴とは決めかねるほど不鮮明なものであっ
た.しかし，翌年4月には病徴は明瞭でかなり進展していた.病徴初発部と思われる節聞
はかなり短縮しその附近の節の茎，業片，葉柄に褐色嬢痘が見られ，その後に生長した
葉は葉脈透化ゃあまり鮮明でない円形退色斑紋による軽いモザイク症状があり(第3図
A)，葉の表面は多少凹凸を生じていた. 革製痘病徴が著しく， 業片，草丈ともに緩少とな
り，葉脈透化の著しい株もみられた.
人工接種による病徴:接種葉に生じた鍍直斑点は次第に拡大し，接種葉，葉柄は嬢死す
る.新薬に葉脈透化病徴をあらわすが.この病徴初発業は後に壊直を生ずる.上葉は円形
退色斑紋による軽いモザイク病徴となるが〈第3図B)，比較的高温時には病斑がうすれて
ほとんど見えなくなり壊痘病徴もあらわれない場合が多い.気温の低い場合には竣痘病徴
が著しく，全身壌痘となることもある.
ソラマメ:接種葉に褐色嬢痘病斑を生じ(第3図C)，上葉は不鮮明な円形退色斑紋によ
る軽いモザイク病徴.
インゲン:接種葉に不鮮明な猿直斑点、や，葉脈泊いの液症を生ずる.この緩症病斑は常
に見られるとは限らない.上葉には不鮮明な円形退色斑紋を生じたり，かすかな葉脈透化
が見られるが，ほとんど病徴らしい斑紋をあらわさない場合もある.
ササゲ:接種葉に生じた退色斑点をかこんで壊痘環紋を生ずる.この壊痘は進展して葉
脈にも及ぶ.上葉は軽微なモザイク病徴となる.
ラヂノクロパー:不鮮明な退色斑紋による軽いモザイク病徴.
アカツメクサ，クリムソンクロパー，アルサイククロパー:葉脈透化にはじまりモザイ
ク病徴となる.
レンゲ:接種葉に嬢痘斑点を生ずる.上葉に葉脈透化が見られるが，後にモザイク病徴
は消え業片のふちがちぢれて変形する. このような葉の裏面には特徴的な enationが見
られる(第3図D).
リョクズ:接種業に明瞭な褐色壊痘斑点.全身感染しない.
ウイルス粒子の形態
感染積物から Dip法で作成した試料につき電子顕微鏡観察すると， 紐状のウイルス粒
子が多数認められる(第3図E).粒子の長さを TMV(長さ 3∞mμ)と比較して測定し
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エンドウから分離されたウイルス (P181)の寄主範聞と病徴第 1表
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第 1図
て得た結果が第1図である.粒子の長さの分布
最大ピークは約475mμ にあり，この測定値か
ら算出された normallengthは 473mμ であ
った.
エンドウ病植物を用い，第2図に示した方法
で部分精製したウイルスをアジュバシトを用い
て兎に筋肉注射し， スライド法で1:256程度
の力価の抗血清が得られた.この血清は健全エ
ンドウ搾汁と 1:8の血清濃度で全く反応しな
かっTこ.
同定済みの WCMV3株(シロツメクサから
分離した倉敷株2株および，東北農試飯塚氏よ
り分譲されたシロツメクサ分離株 1株). およ
び当研究所構内のウイルス擢病シロツメクサ 3
株を用L、，本報のP181株を対照にして血清反
応を調べた.WCMV 4株は仏国大爽エンドウ
に接種発病させたもの，シロツメクサ3株は採
集原をそのまま用いた.各病植物の 10倍希釈搾
汁を3.(削 rpm10分遠心した上清を抗原とし
凝集反応、を見た.第2表に示すように.WCMV 
応反i膏血
エYドウから得られたP181
ウイルスの部分精製
第2図
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第 2表 抗181ウイルス血清の WCMVおよびシロツメクサの野外
モザイタ病株に対する反応
血 精 希 釈 1 : 生理
抗 原
2048 食塩水8 16 32 64 128 256 512 1024 
WCMV 
WC 4-10 +骨 * * t t + 土WC 4-10B 1十 1十 * t + + 土WCMVー 東北 * * * t + 土P 181 * * '* -1+ -1+ + 土シロツメタサ野外病株
A 
B * * 柵 t + + 土C 1十 * '* t + + 土
WCMVは仏国大爽エンドウ病葉を，シロツメタザ野外病株は採集原病葉を抗原に用い.いず
れも10倍抑汁液を用いた.血清は仏国大爽健全病葉掬汁とは反応しない.
スライド法 (microagglutinationtest)の成績.
3株，シロツメクサの3病標本の中2株は何れも 1: 256~512血清希釈まで反応し対照
のP181株と同程度の反応が見られた.
考 察
エンドウから得られた本報のウイルスは， 1 )多くのマメ科植物に軽い病徴をあらわ
し，キュウリ， トマトなどの接種葉に無病徴感染すること. 2)植物体内のウイルス濃度
が高ぐ，搾汁中のウイルスはかなり安定であること. 3)約4加 mμ の紐状粒子であるこ
と.4)得られた抗血清はシロツメクサから分離された WCMVと強く反応することなど
の諸性質からみて， White c10ver mosaic virusと同定して差支えないものである. B慣
ら(1959)は WCMVが植物体内でのウイルス漉度が高く， しかもかなり安定なウイル
スであり，接触伝染の可能性が高いことを実験的に示した.また，彼等は，マメ科牧草で
は極めて一般的で主要なウイルスであるにもかかわらず，エンドウ，インゲンなど1年生
マメ科作物での発生がほとんど報告されていないことについて，これら1年生作物では病
徴が一般に不明患者な場合が多くて自につきにくいためであろうと述べた. さらに， 彼等
は， 媒介昆虫がないこともこれらマメ類で WCMVが主要病因となってこない理由であ
ると考えた.
千葉県富浦町のエンドウは水閏裏作として或程度集団的に栽培されているが， WCMV 
によるモザイク病は白花の絹爽種に多く見られた. しかし，赤花種からは採集した範囲で
は WCMVが得られていない.このことが WCMVの発生とエンドウ品種との関連性を
示しているものかどうかは明らかでない. 白花種における WCMV発生の規模から考え
て， 2次的な接触伝染(実際にかなり起っていたと仮定した場合〉による発生が多かっ
たにしても， 第1次発生源はかなり一般的にあったのではないかとも推察された. 数年
うに著者は各地におけるエンドウのウイルスを採集調査してきたが， この地方以外では
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WCMVを認めていない. WCMVによる本病の病徴が不明瞭なために気がついていな
いものなのか， 或はこの地方における本病の第1次発生に何等か特殊な条件があるものな
のか，この点，今後機会があれば調査したいと考えている.
摘 要
千葉県富浦町の絹爽エンドウに1種のウイルス病がかなり発生していることを 観察し
た. 1963年 12月にはかすかな葉脈透化， 翌春4月には退緑円形斑による軽いモザイクお
よび一部茎葉の壊痘が主な病徴と認められた.病原ウイルスは容易に汁液接種でき，マメ
アプラムシ，モモアカアプラムシ，エシドウヒゲナガアプラムシにより伝搬されない.エン
ドウ，インゲン，シロツメクサ，アカツメクサなど多くのマメ科植物に全身感染して一般に
軽いモザイク症状をあらわす.レンゲには特徴的な enationが見られる.ダイズ，アズキ，
リョクズ，さらにマメ科以外でもキュ ウリ， セイ ヨウカボチャ，ト マト， ダチュラなどの接種
葉に感染し，ダイズ， リ ョクズ以外では無病徴である.耐熱性は70~750C，希釈限度は 10-'
程度，保存限度は 10日以上である.ウイルス粒子は紐状で、長さ約 480mμ.部分精製ウイル
スをアジュパントを用いて兎に注射し，スライド法で1: 256~512 の力価を もっ抗血清を
得た.この血清はシロツメクサから分離された WCMV3株と一様に極めてよく反応した.
これら諸実験の結果から本報のウイルスは Whiteclover mosaic virusと同定された.
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第 3図 エンドウから得られたP181ウイルスによる病徴およびウイルス粒子
A) 原寄主エンドウの病徴(1964年4月採集)左:葉脈透化右:節聞の短縮および壊痘
B) 汁液接種による仏国大英エンドウの退色円形斑点
C) ソラマメ接種葉の病徴
D) レンゲの病徴左:病葉表面(変形葉) 中:病葉表面 (enation) 右:健全英表面
E) ウイルス粒子の電子顕微鏡写真(Dip法による試料〕線の長さは1μ
